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1．はじめに 
自然界に豊富に存在する植物の色素を工業製品

である有機 EL へ応用できることが示された[1]．豊
富な天然色素の利用により低環境負荷,低コスト化
が期待できる．しかしながら，現時点ではクロロフ
ィルの赤色発光のみしか実現しておらず,幅広い応
用展開を考えた場合，三原色を揃えたい．本研究の
目的は青色蛍光色素をアオダモから抽出して青色
有機 ELの作製である．[2, 3]そのために抽出方法お
よび発光特性の検討を行う． 
 
2． 実験方法 
アオダモを純水とメタノールに浸けて，それぞれ

色素を抽出する.次にガラス基板に純水とメタノー
ルでそれぞれ抽出した色素をキャスト法でガラス
基板に塗布する．塗布したガラス基板を成膜する.作
製した試料の評価を行う．その後に抽出した溶液を
カラムクロマトグラフィーで溶液中の色素濃度を
上げる．カラムクロマトグラフィーをする際に用い
る展開溶媒は薄層クロマトグラフィーで決定する． 
 
3．実験結果と考察 
 ガラス基板に純水とメタノールで抽出した色素を
スピンコートにより成膜して PL 測定を行った．そ
の結果を Fig.1 に示す.純水抽出とメタノール抽出と
もに約 475 nm 付近にアオダモ由来の青色発光が観
測されたが，純水抽出の輝度はかなり微弱であった．
純水抽出と比較してメタノール抽出の方が輝度は
大きかったので，有機 EL を作製して EL 測定を行
ったが発光の確認はなかった．原因としては植物か
ら抽出した溶液に不純物が多数含まれていて,色素
の抽出量が少ないためである．そのため不純物を取
り除くためにカラムクロマトグラフィーを用いる．
最初に溶液を採取した瞬間を基準にして,そこから
10 分間隔で抽出溶液を溜めていく．10 分ごとの試
料を 1 段目と数字をつけていく．その出てきた溶液
の PL スペクトルと吸光度の測定を行った．その結
果を Fig.2 Fig.3 に示す．Fig.2 より 1 段目は 675nm
付近に最大輝度があるが，3 段目以降は 450nmが最
大輝度である．また 7 段目の輝度が最も発光が確認
できた.Fig.3 より段数が大きくなるにつれて吸光度
が大きくなっている．これは溶液中の発光色素の濃

度があがったためである． 
Fig.1 メタノールと純水を用いてアオダモから抽出
した色素溶液の PL スペクトル 

 

Fig.2 メタノール抽出した色素をカラムクロマトグ
ラフィーでそれぞれ分離した溶液の PL スペクトル 
 

Fig.3 メタノール抽出した色素をカラムクロマトグ
ラフィーでそれぞれ分離した溶液の吸光度 
 
4．まとめと今後の予定 
 アオダモから青色蛍光色素を抽出するためにメ
タノールと純水を用いた．その結果，メタノール抽
出の方が発光強度において有利であることが分か
った．そこでメタノールから抽出した色素を用いた．
Fig.2 Fig.3 より色素の分離を行うことができたこと
がわかる．しかし現時点は溶液状態であってまだ成
膜を行っていない．今後は成膜を行いながら溶液状
態との違いを確認しながら，分離する際に用いる展
開溶媒で現状よりさらに最適なものがないかを詮
索する．そして単離，精製して濃度を上げた溶液を
用いて有機 EL の作製を試みる．その際にどれくら
いの純度が必要になるかも考慮する． 
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